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	実施内容
	　です。
	　中止となりました。

	生徒の感想
	　先輩達のお話を聞いて、高校のときの自分や環境と社会人になったときの自分や環境は全く違うのだと気づきました。それを聞いて、環境に対応できるような人になりたいと思いました。
	　自分の考えを持ち、それを相手に伝えることが大事だと分かりました。高校を卒業したら幅広い年齢の方との関わりが増えるのでコミュニケーションをきちんと取っていくことが大切だと思いました。
	　たくさんの面接練習をして、安心して仕事に就けるようにしたいです。私はコミュニケーションを取ることが苦手なので少しずつ力をつけていきたいと思いました。人間関係をしっかり広げていき人とのコミュニケーションをしっかり頑張っていきたいと思いました。
	　Iさん、Wさんの二人とも、年上の方の社会人としてのコミュニケーション能力や言葉が出ていて、社会に出て大事なことを知りました。　自分から人に積極的に関わろうと心がけたいです。
	　2人の先輩方のお話を聞いて、「学生の時は教えてもらって学ぶ、社会人になってからは自分から学ぶに変わった」と言っていて、私も自分から学べるような人になりたいと思いました。また、関わる人の幅も広がるということだったので、私もコミュニケーション能力を上げていって、将来に活かしていきたいと思いました。 　


	R8年度 卒業生講話
	　Iさんの「教えてもらうから自分から学ぶになった」という言葉に共感しました。私も専門学校に行き、保育を学びます。子供の事は分からない事だらけだから、自分から学びにいく姿勢が大切だと思いました。2人の話で共通しているのは人間関係についてです。高校は好きな人と関わっていたけれど、社会に出たら嫌な人とも苦手な人とも関わらないといけなくなるので、少し不安です。

